
渋川市出前手話教室開催事業実施要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、渋川市手話言語条例の趣旨を踏まえ、本市における

手話の理解及び普及を促進するため、出前手話教室（以下「教室」とい

う ）を開催するに当たり必要な事項を定めるものとする。。

（実施主体）

第２条 この事業の実施主体は、渋川市とする。

（対象）

第３条 この事業の対象は、市内に所在する小中学校とする。

（教室の開催）

第４条 教室は、原則として各年度の５月から３月までの間に開催する。

、 、２ 教室の開催時間は 午前８時３０分から午後５時１５分までの間とし

１回の講習時間は２時間以内とする。

３ 教室の会場は、受講学校が用意する。

（教室の内容）

第５条 教室は、おおむね次の内容について実施するものとし、受講学校

の希望を踏まえて協議し、決定する。

（１） 聴覚障害の基礎知識

（２） 手話の基礎知識

（３） 手話の実技

（教室の申込み）

第６条 教室の開催を希望する学校の代表者は、本市が指定する期日まで

に、出前手話教室開催申込書（様式）を市長に提出するものとする。

（教室の決定等）

第７条 前条の申込みがあったときは、市長は内容を確認の上、教室開催

の可否を決定し、その結果を申込者に通知する。

２ 教室の開催に当たり必要と認めるときは、市長は受講学校に条件を付

すことができる。

（教室の開催の不承認又は取消し）



第８条 第６条により教室の開催を申し込んだ学校又は既に前条第１項の

規定により教室の開催が決定した学校が、次の各号のいずれかに該当す

るときは、教室の開催の承認をせず、又はこれを取り消すことがある。

（１） 社会通念上開催することが好ましくないと認められるとき。

（２） 公共の福祉に反すると認められるとき。

（変更等の届出）

第９条 第７条１項の規定により開催を決定した教室の内容に変更が生じ

たとき又は教室の開催を中止しようとするときは、速やかに市長に届け

出なければならない。

（講師）

第１０条 教室の講師は、渋川市聴覚障害者福祉協会の会員及び群馬県の

認定手話通訳者とする。

（費用の負担）

第１１条 この事業の実施に係る講師謝礼等の費用は、市が負担する。た

だし、教室の資料として図書類を購入し、参加者に配布する場合は、参

加者に図書費の実費負担を求めることができるものとする。

（講師謝礼）

第１２条 活動した講師に対しては報告書に基づき、次の謝礼を支払うも

のとする。ただし、活動時間は講師活動の実働時間とし、合理的理由に

、 。より待ち合わせ及び打合せを行った場合は 同時間を活動時間に含める

（１） ９０分以内 ５，０００円

（２） ９１分以上１２０分以内 ７，５００円

（３） １２１分以上 １０，０００円

（傷害保険の加入）

第１３条 市は、講師活動（往復に係る時間を含む ）における事故に備。

え、傷害保険に加入するものとする。

（その他）

第１４条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附 則

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。



附 則

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。


